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街と人と音を蕊いで、街と人と音を蕊いで、

辿り着いた１辿り着いた１ 5年目の夏。

節目を迎え、節目を迎え、

リスタートする

ボクらのラジオ。

オフィスで車であなたの部屋で、今や京都で生

活していれば、当たり前のようにそばにあるα‐

STATIONが開局15周年を迎えた。で、祇園祭･宵

山であった７月１６日、祭り気分に浮き足立つ人々

にトドメの一撃とばかりに開催された本イベント。

「15年で日本の音楽シーンは変わりましたね。

(開局）当時はロック辛卜主義でDJやってるなん

て言えませんでしたよ（笑)。今流行りのブラッ

クミュージックがカルチャーとして浸透するなん

て、昔は誰も想像できなかったですよね」と、

a-STATlONの藤本さん。jazzyakuza名義で京都

クラブシーンの蕊明期からDＪ（回すほうね）とし

てシーンを牽引してきた人でもある。この開局当

時から京都の音の現場にいた人たちの言葉を借り

れば、大切なのは「『何年続いた』という話では

なく、ラジオを音楽シーンをどれだけ身近に伝え

ていけるか」である。街場の音と密接に繋がる

FM局ならではの展開に期待を抱く、それが我々

リスナーのこれからの楽しみじゃないだろうか？
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ゲストライブは「いきものがかり」「田中口

ウマ」「つきよみ」『RAGFAlR｣。次世代の

気鋭アーティストから大御所まで、バラン

スの取れたブッキングはさすがです

出番前に最終チェックをするDJの

新川恵理さん。「αはまだ2年目な

んですが、会場で声を掛けてもら

えるのが嬉しいですね～｣。実は

ａ－Ｍｏ'ＣＯＯＬＦＥＳＴＡには初参加

だったそうで

Ｗａｋｈｉｎ９ 〔arefully
取材･文／坂東寛士(本誌）撮影／畑中勝如

やっぱりa-STATlONといえばこの

人、ＤＪの谷口キヨコさん。「15周年

は私にとっても区切りだと思うの

で、より一層楽しい番組をやって

いきたいですね。２０周年もまた皆

さんと一緒にできたらいいな～」

｢ボクら2人はa-STATlONでＤＪを始めて

3年目の同級生なんですよ。次の20周年

に向けて共に頑張ります」「上手いことま
とめたねえ、さすがＤＪ（笑)」と、ＤＪのマ

ツモトアキノリさんと慶元まさ美さん

｢これから20周年も目指して頑張り

ま～す」とＤＪの川原ちかよさん。

お隣はa-STATlON開局メンバーの
1人、藤本さん。

今回の特番イベントを取り仕切っ

ていたプロデューサーの堀さん。

｢15年やってきたと言っても、京都
では100年続いて老舗ですから。ま

だまだこれからです｣。なんともク

ールな一言


